
　
１
月
１
日
㈭
、
泉
源
公
園
で
『
元
旦
縁
起
も
ち

つ
き
』
（
登
別
観
光
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
観
光
客
を
は
じ
め
多
く
の
来
場
者
が
、
鏡
割
り

や
、
4
人
の
若
者
が
子
宝
安
産
、
夫
婦
円
満
、
家

内
安
全
を
祈
願
し
て
、
笛
・
太
鼓
の
音
頭
に
合
わ

せ
て
威
勢
よ
く
餅
を
つ
く
『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
お
し
る
こ
と
し
て
振
る
舞

わ
れ
、
来
場
者
は
新
年
の
縁
起
物
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

元
旦
縁
起
も
ち
つ
き

縁
起
良
く

一
年
の
始
ま
り
を

▲多くの来場者でにぎわいを見せる泉源公園

　
１
月
7
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
新
春
の
門
出
を
飾
る

『
平
成
27
年
登
別
市
消
防
出
初
式
』
（
市
主
催
）
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
悪
天
候
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
分
列
行

進
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
典
で
は
、
市
民
や
関

係
機
関
・
団
体
の
方
が
見
守
る
中
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
47
人
に
対
し
、
優
良
消
防

団
員
表
彰
や
永
年
勤
続
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
今
後
も
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
守

る
た
め
、
消
防
団
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
登
別
市
消
防
出
初
式

防
火
・
防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に
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▲長年の功績をたたえ表彰される受賞者
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12
月
19
日
㈮
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
『
町
内
会
・
町
会
・
自
治
会
・

会
長
等
研
修
会
』
（
登
別
市
連
合
町
内
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
63
町
内
会
の

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
総
務
省
の
事
業
で
あ
る
『
地
域
お

こ
し
協
力
隊
』
と
し
て
兵
庫
県
神
戸
市
か
ら
来
登
し
、
市
役
所
で
交
流
活
動
専

門
員
と
し
て
活
動
す
る
福ふ

く

原は
ら

豊と
よ

之ゆ
き

さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
活
動
専

門
員
は
、
登
別
市
へ
の
移
住
検
討
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
や
案
内
、
移
住

体
験
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
移
住
促
進
政
策
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
福
原
さ
ん
は
、
自
身
が
感
じ
た
神
戸
と
異
な
る
登
別
の
『
人
と
ま
ち
』
の
魅

力
を
語
り
、
「
全
て
は
人
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
全
市
民
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
登
別
の
良
さ
を
市
民
が
再
認
識
し
、
市

外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
力
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
会
・
町
会
・
自
治
会
・
会
長
等
研
修
会

全
て
は
『
人
』
か
ら

始
ま
る

▲ 講演中の様子

12 東　奔　西　走



1/
8･9

　
１
月
7
日
㈬
、
児
童
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
の
確

保
を
目
的
と
す
る
鷲
別
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
鷲

別
児
童
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
り
、
鷲
別
小
学
校
で
『
餅

つ
き
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冬
休
み
中
の
児
童
約
100
人
が
参
加
し
、
2
つ
の
臼
と

子
ど
も
用
の
小
さ
な
き
ね
を
使
っ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
餅

を
つ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
湯
気
の
上
が
っ
て
い
る
う
ち

に
、
児
童
が
自
分
で
あ
ん
こ
を
包
ん
で
堪
能
。
餅
は
雑

煮
な
ど
と
し
て
も
振
る
舞
わ
れ
、
つ
き
た
て
の
餅
の
食

感
に
、
参
加
し
た
児
童
に
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
㈫
、
市
民
会
館
で
、
室
蘭
工
業
大
学
で
学

ぶ
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
の
留
学
生
を
講
師

に
『
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
市
民
に
海
外
の
多
様
な
文
化
や
価
値

観
に
触
れ
、
国
際
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
初
め
に
、
李リ

コ
ウ

さ
ん
と

ノ
ー諾
敏ミ

ン

さ
ん
が
、
日
本
で
の
暮

ら
し
や
市
民
の
印
象
を
話
し
た
り
、
出
身
地
の
料
理
、

服
飾
、
景
色
な
ど
の
特
色
を
紹
介
し
た
り
し
た
後
、
温オ

ン

都ド
ゥ

日リ

格ガ

さ
ん
が
民
族
楽
器
『
馬ば

頭と
う

琴き
ん

』
で
『
ふ
る
さ
と
』

な
ど
の
曲
を
披
露
。
参
加
者
は
、
興
味
深
い
外
国
文
化

の
話
や
美
し
い
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
の
2
日
間
、
し
ん
た
21
で

『
食
育
親
子
料
理
教
室
』
（
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
2
日
間
で
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
市
の
栄
養
士
が
『
朝
ご
は
ん
の
重
要
性
』

や
『
強
い
骨
を
つ
く
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
』
を
説
明
。

そ
の
後
の
調
理
実
習
で
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
や

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
な
ど
4
種
類
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
一
生

懸
命
包
丁
や
ボ
ウ
ル
を
使
い
、
お
母
さ
ん
に
、
「
う
ま

く
で
き
た
よ
」
と
、
と
び
き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

食
育
親
子
料
理
教
室

鷲
別
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
『
餅
つ
き
大
会
』

国
際
理
解
講
座

親
子
で
つ
く
っ
て

お
い
し
く
食
べ
よ
う

つ
き
た
て
の
餅
を

堪
能

民
族
楽
器
の

美
し
い
音
色
に
感
動

▲調理実習を楽しむ親子

▲順番にもちつきの体験をする児童

▲参加者を魅了した馬頭琴の演奏
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